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令和 3年度 

教育委員会との懇談会における質問事項及び回答 

＜小学校部会＞ 

1．タブレットについて 

①昨年度のタブレット端末の有効活用についての回答の中に、【学校行事などのスケジュール確認や保護

者への案内などのプリントをデジタル化し配信することで、ペーパーレス化を図るだけでなく、家庭で

のコミュニケーションツールの一助となるよう、欠席時の連絡手段や、ミルメールの代替を含めタブレ

ット端末を活用できるよう検討しています。】とありますが、各小学校 PTA からの配布物やお知らせな

どについても現在は紙資料を配布が中心となっており、子どもがランドセルに入れっぱなしで配布物の

破損や保護者の手に渡らないなどの問題を抱えています。ペーパーレス化などの環境配慮へも繋がると

考えておりますが、PTA配布物に関してタブレットを使用してのデータ配信などについて、貸与元であ

る教育委員会のお考えをお聞かせ下さい。 

教育研修担当】 

 各校には校長会で、学校の実態に応じて PTA、校区コミュニティ協議会、地域教育協議会が発行する

ものについて、電子データで Google Classroom等を通じて配付することが可能である旨、指示伝達を

行っています。 

 

②新型コロナウイルスの感染拡大が収まる気配がありません。またワクチンの接種完了時期に於いても

まだ見えない状況にあると思っております。枚方市に於いて休校措置がとられた場合、昨年度の回答の

中に自宅でタブレット端末を使用したオンライン授業を想定されていますが、その際低学年児童を持つ

家庭においては、親がそばに付いていないと実施困難かと思われます。両親が仕事をしている家庭が多

く存在している中、何か対策はお考えでしょうか。 

 

【教育研修担当】 

 小中学校には短期の臨時休業になることを想定し、低学年の児童であっても一人で学習できるよう、

学習課題の確認方法や Meet や Zoom への接続方法の確認等準備をしておくことを指示・伝達していま

す。 

 

③先行配布された iPadを６年生のランドセルに入れた状態で重さを測った所、９キロ弱ありました。高

学年でも登下校時はしんどいといった声を聞いていますので、低学年がこの重さのランドセルを背負っ

ての登校はかなりの負担になると思います。 

 教科書を学校に置いて帰るいわゆる「置き勉」等の配慮がないと、いいツールであっても持ち帰って利

用するのは難しいのではないでしょうか。教育委員会からの通達が無いとなかなか現場の先生方の判断

では出来ないのではと思いますが、今後対策をお考えいただくことはできませんでしょうか。教育指導
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課より、【学校に対しましては、宿題で使用する教材などを明示することにより、家庭学習で使用する

予定のない教材等については学校に置いて帰ることを認めるなど、子ども達の負担軽減を図るよう促し

ております。引き続き、学校に対して、機会を捉えて促してまいります。】と昨年度に回答をもらって

いますが、枚方市の中で改善されている学校もあると思いますが、例えば樟葉西小学校、牧野小学校で

は学年、クラスで置き勉が可能なクラスと持ち帰らせるクラスとあります。現在学校間だけでなく、学

校内でも差がある状況です。統一する等、今後教育委員会としての対応策などありますでしょうか。 

【教育指導担当】 

タブレット配備に伴う児童・生徒の携帯品に係る配慮については、令和３年１月の校長会にて指示伝達し、

市内小中学校におきましては、持ち帰る教科書等を精選することを、職員会議等を通して共有しているところ

です。 

各校へは、家庭学習で使用する教科書等を明確にし、使用する予定のない教科書等については、学校に

置いて帰ることを認めることや、荷物の量に応じて、リュックサックや手提げかばんを使用する等、登下校時

の児童・生徒の負担軽減に向けた柔軟な対応を学校には求めています。 

教育委員会といたしましては、今後も改めて校長会等の場を通じて、学校に一層の周知をはかってまいり

ます。 

 

２．教育について 

①過日報道でありましたが、千葉県において〝川崎市の小学校の指導「性への配慮欠ける」と批判噴出、

見直しへ″という事が取り上げられていました。市内小学校においても、体育の授業で肌着の着用を認

めていない学校があるという情報を小学校部会内で把握しております。 

生徒の中には、低学年時にそのような指導を先生から受けたため、学年が上がってから友人に注意して

トラブルに発展した事例も聞いています。教育委員会は、体操服の下に男女共に肌着を着用してはいけ

ないと指示されているのでしょうか。また、もし教育委員会からの指示であれば、千葉県のように見直

しや検討など対策を講じるおつもりはありませんでしょうか。 

【教育指導担当】 

 令和３年度３月末に、スポーツ庁及び大阪府教育庁から、「肌着の取扱いについて」の通知を受け、４月の

校長会において、肌着の取扱いが合理的なものになっているかどうかの見直しをするよう指示をしました。 

また、７月の校長会においても、「体育時の肌着の着用については、強制することなく、保護者や児童が判

断するようにすること。ただし、その際、健康管理について十分指導すること。」と、指示伝達をしております。 

 

②SNS や LINE 等のインターネットでのコミュニケーションツールが主流となっている昨今ですが、枚方

市の小学校に於いて、児童生徒向けのネットリテラシー教育をどの程度実施されているでしょうか。 

子どものいじめについても、以前は無視、物を隠す、身体的に危害を加えるなどといった目にも見える

いじめが大半を占めていたように思いますが、子供たちの間では最近はネット上のいじめ等どんどん目

に見えない形になってきています。日本各地でネットでのいじめが横行し、報道でも目にする機会も増

えました。枚方市教育委員会として、最近のいじめの現状をどこまで把握されていますでしょうか。枚

方市内に於けるいじめの認知件数、インターネット絡みのいじめの認知件数など、具体的な数字を教え

て下さい。 
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また、いじめにあった子供達を救うためにどのような取り組みをされているのでしょうか。学校での、

いじめに対する認知から対応、解決までの流れについて教えて下さい。 

【児童生徒支援担当】 

①ネット（情報）リテラシー教育については、大阪府教育委員会ネット対応アドバイザー篠原嘉一氏

に、枚方市立小中学校の児童生徒及び保護者を対象とした動画の作成を依頼し、学校で視聴する機会

を設けるなどして、情報手段の利便性と危険性、自分や他の人への影響を学ぶことで情報リテラシー

についての理解を促しています。 

②いじめの態様につきましては、ご指摘の通り、ネット上でのいじめが増加傾向となっています。令和

２年度、枚方市内小中学校で生起したいじめの認知件数は 929 件で、そのうちネット上での件数は全

体の 5.1％にあたる 48 件生起しております。 

③いじめの発見・通報を受けた場合、「いじめ防止対策委員会」を中核として、組織としていじめを認

知し、対応の検討や役割分担を行います。いじめを受けた子どもの安全を確保するとともに、状況や心

情を聴き取とります。いじめを行った子ども、場合によってはいじめを見ていた子どもたちにも状況

や心情を聴き取り、事実確認をします。確認された事実をもとに、いじめを行った子どもに対しては、

教育的配慮のもと、内面に迫る指導を丁寧に行い、継続的に再発防止に向けた適切な指導及び支援を

行います。また、いじめを見ていた子どもたちに対しても、いじめを止める仲裁者や、誰かに知らせる

通報者になるよう丁寧に指導します。なお、いじめを受けた子どもの状態に合わせて、スクールカウン

セラー等の専門家の活用も踏まえた継続的な心のケアを行います。これらの対応については、教職員

の共通理解、保護者の協力のもとで取り組みます。 

いじめの解消にあたっては「いじめに係る行為が止んでいる状態が相当の期間継続していること（少

なくとも３か月を目安）」「いじめを受けた子どもが心身の苦痛を感じていないこと」という要件を満

たす必要があり、いじめの解消に向けて、いじめを受けた子ども及びいじめを行った子どもについて

は、日常的に注意深く見守っていくこととなります。 

 

 

③中学校では性教育や LGBTについてなど授業の中で学ぶと聞きました。現在、小学校の保健体育の授業

で身体の仕組みや月経が始まるということ自体は習いますが、月経が始まったらどうするかの対処方法

まで学ぶ機会はありません。また、恥ずかしい事だと誤解する子供も居ます。学校で 4年生が習うとい

う性教育が表面的なものでしかないという事ではないでしょうか。高学年から著しく発育する子供も多

くいます。高学年に対しての性教育は教育委員会としてどのようにされていますでしょうか。 

【教育指導担当】 

 小学校中学年の学習指導要領（体育編）では、「体の発育・発達」「体をよりよく発育・発達させるための生

活」について学び、「体の発育・発達に関わる事象から課題を見付け、体のよりよい発育・発達をめざす視点

から、適切な方法を考え、それを伝えることができるようにする」とあり、月経がはじまった時の対処方法等は

扱っておりません。が、今後も引き続き、家庭とも連携し、児童の心情に寄り添いながら、個別に相談・対応

を行ってまいります。 

なお、高学年の児童に関しては、５・６年生で行われる宿泊学習の前に、女子児童に対して養護教諭等が保
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健指導を行っています。 

 

３．設備について 

①昨年度回答頂きましたが体育館へのクーラーの設置について現在どのような状況でしょうか。災害時

の避難所対策としてのみ設置を考えているのでしょうか。設置された場合の活用方法について、どのよ

うに計画されているのでしょうか。 

【施設整備室】 

現在、学校体育館への空調設備の導入について可能性調査を行っており、本調査の結果を踏まえて事

業の進め方など早期にお示しする考えです。なお、熱中症予防をはじめ、避難所の環境改善にも繋がる

事業として設置の検討をしております。 

 また、設置後の活用方法としましては、教育委員会から発行されている熱中症対策マニュアルの熱

中症予防運動指針等を基準に、適切に活用をしていただければと考えております。 

 

②現在子供達は上靴のままトイレを使用している学校とスリッパに履き替えている学校があるのをご存

知でしょうか。書写の授業で半紙を教室の床に置き床で作業する事もあり不衛生であるように思えま

す。全校トイレ用スリッパを設置する考えはないでしょうか。 

【新しい学校推進室】 

トイレ用スリッパを設置している学校があることは把握していますが、乾式や湿式など、トイレの状

況が異なりますので、各学校の判断としています。現在、教育委員会では、全校においてトイレ用スリ

ッパを設置することは考えておりません。 

 

③トイレ工事が令和５年に完了される様ですが、昨年度辺りから男子トイレが完全個室になっている学

校があると思います。工事が終了している学校もありますが、個室になっていない学校は今後新たに工

事をするのでしょうか。 

【施設整備室】  

令和４年度以降に整備工事（令和３年度以降に設計）を実施する学校については、各系列（最上階か

ら１階までの配管を共有する便器の集合）で１フロアのみ個室化し、残りのフロアについては従来ど

おり小便器を残すことを基本としております。 

 

 

４．防犯、その他 

①見守りシステムの導入が進んでいると思いますが現在どのような状況でしょうか。すでに導入されて

いる学校の保護者からは、しっかりとした説明を受けていないという声が上がっています。導入の際、



5 

 

各学校でそのシステムについて保護者向けに詳しく説明して頂けるのでしょうか。 

【新しい学校推進室】 

現在、７中学校、16 小学校で導入が完了しています。また、導入にあたっては事前に各学校及び説明

を希望される校区コミュニティ協議会や PTA 等に対して説明会を開催しております。端末配付時には

利用端末のパンフレットも同封しています。 

 

②コロナ禍で水泳授業が出来ていません。代替えの授業は実施されるのでしょうか。また、児童の目標と

される泳力は養われるのでしょうか。 

【教育指導担当】 

 学習指導要領において、「適切な水泳場が困難な場合にはこれらを取り扱わないことができるが、これらの

心得については、必ず取り上げること」とあることから、各学校に対しては、水泳に関する安全等について指導

するよう指示しております。 

 

 

＜中学校部会＞ 

1．タブレットについて 

①全生徒への配布を完了し、健康観察や連絡事項の伝達、タブレットドリルの活用など少しずつタブレ

ットを使用する機会が増えてきていますが、今後新型コロナウイルスの状況により休校措置をとられた

場合、または感染拡大を懸念しての措置でオンライン授業となった場合の具体的な仕組みは考えておら

れるのでしょうか。取り組んでおられる事があれば今後の予定なども含めお聞かせください。 

【教育研修担当】 

 ３日以内の臨時休業になった場合は、タブレット端末を活用し、あいさつや健康観察、課題の提示

（配付）及び回収等の取組を行うようにしています。４日以上の臨時休業になった場合は、タブレット

端末を活用した双方向性のある学習を提供することとしています。 

 

②タブレットの活用方法を子供に確認したところ、学校、学年、先生ごとに違っております。使用方法に

よって学習に差が出てきていのではと感じています。保護者へのアンケートも実施されましたが、今後

のタブレットを使用した学習についてはどのように考えておられるでしょうか。また、アンケートの結

果は教えていただけるのでしょうか。 

【教育研修担当】 

これからも 1人 1台のタブレット端末を活用し、「学びに向かう力、人間性等」「知識及び技能」「思考

力、判断力、表現力等」を身につけていきます。アンケートの結果については、市教委として集計を行

い、学校に送付することにより、タブレット端末活用の学校間格差・教員間格差がなくなるよう、各学

校において分析をしています。 

 

③タブレットを使って勉強と関係のない動画やゲームができる方法が出回っているようですがご存知で
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しょうか。先生に相談しても管理権限が教育委員会にあるために何もできない状態のようです。これら

について教育委員会としての問題認識の有無や、対策案の検討状況をお教えください。 

【教育研修担当】 

 タブレット端末には、不適切な活用とならないよう、一部の機能に制限をかけたり、不適切なウェブ

サイトの閲覧制限をしています。また、児童・生徒が自らタブレット端末のよいところ、危険なところ

を理解し、正しい活用ができるようよう、デジタルシティズンシップ教育を進めているところです。 

2．スクールカウンセラー制度について 

①心理的な不安を抱え、学校生活をおくる事に不安や戸惑いを感じている生徒にとって、少しでも登校

しやすい環境整備が必要だと思います。またその保護者も、抱える悩みを同じ立場の者同士で話せる場

があると少しでも不安を軽減できるのではと思うのですが、そういった学校環境整備、教職員の配置の

お考えや常駐開設の可能性についてお聞かせください。 

【児童生徒支援担当】 

府配置のスクールカウンセラーを全中学校・６小学校に、市配置の「心の教室相談員」を全小学校に配

置し、児童・生徒そして保護者への相談体制を整えております。 

また、教育文化センターの相談窓口として、教育相談に４名のカウンセラーを配置しております。 

 

②コロナ禍で教職員の方の心労も多い状況と思いますが、ニュースなどでも教職員方の事件もお聞きし

ます。教職員方の精神面のフォローなどはどのようにされておりますか。 

また枚方市で教職員へ対するストレスチェックなどは行われているのでしょうか。 

【教職員担当】 

管理職の労務管理意識の向上のため、７月 13日に専門的知見を持つ講師を招聘し「学校における職場

安全衛生活動に係る研修」を実施しました。枚方市では年間２回、教職員自身のストレスへの気づき等

メンタルヘルス不調の未然防止のため全教職員対象にストレスチェックを実施しており、学校ごとの

分析結果をもとによりよい職場環境づくりにも役立てるよう校長に指示しております。また、高スト

レス者や長時間勤務者に対して、産業医による面談を実施し、教職員の健康保持増進に努めておりま

す。 

 

3．学校医について 

①昨今問題にもあがっている学校での検診について、思春期の女子生徒にとっては男性医師の診察に抵

抗があるとの声が子供達からもあがっています。特に内科検診は現在男性医師が多く、今後女医による

検診や、学校検診での環境整備等を考慮されるおつもりはありますか。また、あるならその内容をお聞

かせください。 

【学校支援担当】 

学校園医につきましては、地域に密着した配置を考慮し、枚方市医師会からの推薦で、各学校の児童生

徒数を踏まえて決定しています。また、学校健診につきましては性別等を考慮し、衝立の設置や時間的

な工夫を行いながら実施しています。 
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4．防犯について 

①中学校では門が開いている事が多々あり、守衛も不在。門のオートロックなど安全面についての質問

を毎年させて頂いていますが、依然として変わらずオートロック化については触れられておらず、緊急

対応訓練実施、不審者対策を行っているとの返事しか頂いていません。今後具体的な対策を明示するお

考えはありますか。 

【新しい学校推進室】 

中学校については、部活動の生徒や業者等の出入りが多いため、門のオートロック導入や安全監視員

の配置は考えておりません。引き続き、監視カメラの運用に加え、緊急対応訓練等を実施し、防犯意識

の醸成に努めます。 

 

5，枚方市の学校行事の判断について 

➀新型コロナウイルスの影響で、各学校の行事を大きく変更せざるを得ない状況になったかと思います。

郊外学習の有無、体育祭の保護者の観覧有無が各学校で差があります。詳細な内容に関しては各学校で

状況が違う為、校長先生の判断が必要な場合もあるかと思いますが、この様な大きな内容に関して判断

基準はどのようなところにあるのでしょうか。 

【教育指導担当】 

学校行事の実施につきましては、国や府の要請を踏まえ、市教育委員会が一定の指針を示したうえで、各

学校において、現状等を踏まえて、校長判断のもと、内容についての決定を行っております。 

 

②中間テストを無くした学校がありますがどのような意図があるのでしょうか。中間テストをなくすこ

とにより成績表の内容に違いが出るのか、またそれは受験に影響があるのかお教えください。 

【教育指導担当】 

 市内中学校おいては、定期テストだけでなく、授業中に実施する単元テストやパフォーマンステスト、レポー

ト等、様々な取り組みをもって学習評価をしています。 

 その中で、各学校の実態に応じて見取る方法の内容や回数が異なっていたとしても、学習指導要領に示さ

れた目標に準拠した評価を行うことに違いはなく、評価する観点が統一されていることから、その見取り方に

よって学習評価が大きく異なるものではありません。 

 

 

6．部活、熱中症 

①前年度に体育館のエアコン設置について具体的な検討を進めていきます。とご回答いただきましたが

どのような進捗状況かお聞かせください。 
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【施設整備室】 

現在、学校体育館への空調設備の導入について可能性調査を行っており、本調査の結果を踏まえて事

業の進め方など早期にお示しする考えです。 

 

②暑さ対策で制服登校を体操服への切り替え許可を出して頂きましたが学校によって時期の違いがあり、

体操服登校ができない学校もあります。教育委員会からはどのような指示をされているのでしょうか。

学校に一任されているのでしょうか。 

【学校支援担当・児童生徒支援担当・教育指導担当・新しい学校推進室】 

・市教育委員会からは、熱中症事故の防止については、服装に気をつけることや、適切な水分補給を行

うこと等の留意事項を記した「熱中症対策マニュアル」を各学校に通知しています。体操服登校につい

ては、熱中症対策として各学校の判断において実施しているところです。 

 

7．給食 

①前年度もお聞きしておりますが、完全給食の実施の検討や検証はどのように進んでいるでしょうか。

また給食が導入され、昼食時間は配膳返却等も含め３５分ほどとなっておりますがこれは適正とお考え

でしょうか。 

【おいしい給食課】 

中学校給食につきましては、令和３年 11月から令和４年３月までの予定で中学校給食あり方懇話会を

実施し、今後も持続可能で中学生にとって望ましい中学校給食のあり方に関し、学識経験者、PTA、学

校長、栄養教諭から意見を聴取しているところです。 

給食時間につきましては、小学校で 40～45分程度、中学校で 35～40分程度となっています。 

各学校では、教育課程と学校の状況を考慮しながら、時間割と時間配分を決定しています。その中で給

食時間は、準備、食事、片付けを含めて一定時間に設定されており、現在の給食時間が定着している状

況です。今後も配膳や返却をスムーズに行い、喫食時間を少しでも長くとることができるよう各学校

での工夫をお願いしていきます。 

【教育指導担当】 

（後半部分 マーカー部分 について） 

各学校では、教育課程と学校の状況を考慮しながら、時間割と時間配分を決定しています。その中で給食

時間は、準備、食事、片付けを含めて一定時間に設定されており担任の工夫や給食後の休み時間の利用に

より、現在の給食時間が定着しており、適正であると考えますが、一方で生徒の発達状況や食べるのに速い

遅いの、ばらつきがあることは承知しており、学級担任等が状況に応じた対応に努めるよう求めてまいりま

す。 

8．人権 

①昨今、いじめや不登校について、複雑化、増加傾向とニュース等でも言われています。中には犯罪に

近いような内容もあり保護者としてはとても憤りを感じ、自分の子供に対しても心配になる事もあり
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ます。いじめを助けた側、ダメな事を注意した側が、いじめの対象になってしまうなど、生徒達もい

じめの対応に消極的になっているようにも思われます。子どもが何かされた場合に、生徒間の話だけ

で終わり、その後の先生の対応などが継続的ではなく、別の形で事案が発生した事例も聞きました。

今は問題が起きてから行動されているように感じてしまうのですが、いじめが起きない、起こさせな

いために具体的に行っている事はあるでしょうか。 

【児童生徒支援担当】 

「いじめは、どの学校でも、どの子どもでも起こりうる」ものであることを十分認識した上で、「枚方

市生徒指導マニュアル」（いじめ防止編）」等を活用し、日頃より、いじめの早期発見や対処の在り方等

について、理解を深めています。 

具体的には、児童生徒の自主的な取組を通じて、いじめを許さない学校づくりを推進し、「いじめは

人間として絶対に許されない」という意識を高めるとともに、自己を大切にし、他を思いやる心を育

み、子ども自らがいじめを早期に気づくよう指導し、「いじめを見逃さない学校づくり」に取り組んで

います。例えば、児童会や生徒が中心となる「いじめ・差別・人権」をテーマとした校内弁論大会、「い

じめ追放宣言」「いじめ撲滅宣言」などの採択の実施、ボランティア活動や自然体験、異年齢集団での

活動などを行っている学校もあると聞いています。 

 

②枚方市としても何度かいじめについてアンケートを実施されているのですがどのように活用されてい

るのでしょうか。中には「いじめ」として把握する案件もあると思うのですが、「いじめ」というのは誰

がどのように判断されているのでしょうか。具体的な事例をお聞かせください。 

【児童生徒支援担当】 

アンケート調査は、学期に１回以上実施し、個人面談等により、実態把握に努めています。その際、発

見・通報を受けた教職員は、1 人で抱え込むことなく、「いじめ防止等の対策のための組織」に直ちに

情報を共有し、当該組織が中心となり、速やかに関係児童・生徒から事情を聞き取るなどして、いじめ

の事実の有無を確認しています。また、家庭訪問等により、迅速に保護者に事実関係を伝えています。 

「いじめ」については、「いじめ防止対策推進法」第 2条において、児童等に対して、当該児童等が在

籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的

な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象とな

った児童等が心身の苦痛を感じているものをいうとの定義に基づき判断しています。 

＜生活指導委員会＞ 

1．登下校見守りシステムについて 

①OTTADE！(登下校見守りシステム)の導入について、昨年度の回答では、令和 2 年 9 月より杉中学校区

(杉中・菅原東小・氷室小・藤阪小)で先行導入しており、令和 3年 9月の市内全校区導入に向け、取り

組んでいきます。とありますが、現在の進捗状況をお聞かせください。 

【新しい学校推進室】 

令和 3 年１月に長尾中学校、長尾西中学校区にて導入、同年 9 月に桜丘中学校区、津田中学校区、東

香里中学校区、枚方中学校区（枚方第二小学校を除く）にて導入しました。その後、新型コロナウイル

ス感染症の影響等もあり、導入予定より遅れているところですが、早期に導入できるよう努めてまい
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ります。 

 

②一部の小学校では、有料(自由契約)の「自動安全システム ツイタもん」や「ミマモルメ」などの導入

をしています。遠隔管理システムを導入している学校としていない学校を教育委員会は把握されている

のでしょうか。また、OTTADE！を全校導入の際、既存システムを有している学校への対応は、どのよう

にお考えでしょうか。 

【新しい学校推進室】 

「ツイタもん」や「ミマモルメ」の導入校は把握しております。それらの既存システムは、登下校時に

児童が校門を通過したことを通知されるものであるのに対し、「OTTADE！」は通学路上の児童が通った

「履歴」を確認できるものであるため、並行して利用することで、より児童の安全、安心につながると

考えています。 

 

2．登下校時・通学路環境について 

①枚方市内の小学校は、ほぼ全てで集団登校が実施されております。各小学校では、登校班編成・管理を

学校やＰＴＡの委員活動として、または、子供会などがしております。子供会管理の学校では、子供会

に入らなければ登校班利用ができず、個別登校をしている児童がいるのは安全面からも問題ではないの

でしょうか。今後、PTAへの加入同意が普及することも考えられ、同様の事案が起こることも懸念され

ます。登校班における管理責任の所在や児童の安全面など、教育委員会としてどのようにお考えかお聞

かせください。 

【児童生徒支援担当】 

集団登校は、通学中の交通事故の防止や、非常変災時、不審者などの事件等への安全対策の一つとして、有

用な手段であると考えています。教育委員会としましては、学校保健安全法第 27条に基づき、通学に関する

安全指導の一つとして、交通安全教育の実施について各学校に指示しております。また、安全な登下校に関

しては、保護者・地域・学校の３者が連携し、見守っていくことが重要であると考えております。 

 

②信号のない交差点や細い道などで、スマホを利用しながらなど事故になりかねない自転車運転をする

子どもたちが増えています。子どもたち自身が安全に行動する大切さをより理解するための機会が必要

ではないでしょうか。昨年度、学校安全課より【登下校の安全指導、交通安全教室の活用、通学路の点

検をするとともに、地域学校安全ボランティア、警察、市関係部局と連携し、登下校の児童生徒の安全

確保について対応しています。】と回答をいただいておりますが、昨年度のコロナ禍における全校園で

の交通安全教室の実施状況や実施方法と回数は、把握されていますでしょうか。また本年度の実施予定

や回数をお聞かせください。 
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【児童生徒支援担当】 

昨年度は、臨時休校に伴う授業時間数確保と感染症拡大防止の観点から、交通安全教室を中止してお

ります。また、今年度については、中学校自転車交通安全教室では、全 19校での実施を予定しており

ます。小学校の歩行及び自転車の交通安全教室については、緊急事態宣言や蔓延防止措置期間に実施

を予定していた学校については、日程を再度調整し実施の予定ですが、その内それぞれ 16校での中止

を決定しております。11月以降の学校については予定どおり実施しております。 

 

 

③登下校時に児童生徒が巻き込まれる事故が後をたちません。通学路内での時間帯制限道路・通行禁止

時間帯にもかかわらず、通行する車が多く見受けられます。地域や保護者による見守り等は行っており

ますが、警察署と連携をとり交通違反などの取り締まり強化等、登下校時間帯の取り締まりの強化につ

いて、教育委員会として対策など何かされているのでしょうか。 

 【新しい学校推進室】 

教育委員会は、道路管理者や警察と作成している「交通安全プログラム」に基づき、危険箇所等の合同

点検を行っています。その中で、新たな信号機の設置や交通規制の設定、また、取締まりの強化等につ

いて要請を行っています。 

 

⑥物流倉庫ができて、通学路の交通状況が変化したためスクールゾーンの見直しが必要、通学路に深い

側溝があり蓋をつけたい、防犯カメラの増設の相談、見通しが悪く交通量の多い箇所にカーブミラーの

設置など、様々な声があがっております。全校園の意見として集約するには限りがあり、このような案

件はどこに窓口があり、どのような経緯を経て対応をしていくのが望ましいのか等を、全校園に向けて

ご教示いただくことは可能でしょうか。 

【新しい学校推進室】 

通学路の整備、改善は学校からの要望を受け、教育委員会が窓口となり、道路管理者や警察と協議を行

い、可能なものから対応を行っています。 

＜給食委員会＞ 

① 警報などで休校になった時の食材はどうしているのでしょうか。食材ロスを防ぐためにも、子ども食

堂への寄付、販売所や他施設などへ有効利用されるようなシステムはあるのでしょうか。準備されて

いた食材の流れについて教えていただきたいです。 

【おいしい給食課】・【児童生徒支援担当】 

保存が可能な食材（保存がきく野菜や乾物、冷凍食材等）は、調理場で保管の上、後日使用するよう調

整します。 

なお、賞味期限が短く後日学校給食で使用ができない食材については、一部の学校のみ休校になる場

合には、その食材を他の小学校や中学校の調理場で使用します。市全域で休校になる場合には、納品業

者に引き上げを依頼するなどし、有効活用いただいています。 

 

② 警報が９時までに解除されて登校する場合は給食があるのですが、１０時に解除された場合は給食は
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なしで下校となります。共働きの家庭の子どもは、下校後、児童会へ行くため、お弁当を持参して登

校しなければなりません。急なお弁当の準備が必要になることと、両親の出勤後、警報が解除される

時間によって、子ども自身でお弁当の要不要を判断しなければならないこともあります。この状況に

ついて、把握はされていますでしょうか。それに対して、何か対応されることはありますでしょうか。 

【児童生徒支援担当】・【おいしい給食課】 

小学校で９時以降に警報が解除となった場合、その時間から給食を調理し提供することが難しいこと

から給食の提供はなしとさせていただいています。 

 

③ コロナの影響で給食試食会の開催が難しいため、試食会に代わるものは検討されているのでしょうか。

また、栄養や食育についての情報提供など、子どもや保護者に対してタブレットを活用した取り組み

などは検討されているのでしょうか。今後の予定などを教えていただきたいです。 

【おいしい給食課】ＰＴＡ主催の給食試食会については、飲食を伴うという点からも新型コロナウイ

ルス感染症の現状に鑑みご配慮をいただいているところです。試食会に代わるものは実施しておりま

せん。 

なお、小学６年生を対象とした中学校給食試食会は、通常の給食時と同様に感染防止対策を行ってい

ることから本年度も実施しております。 

 

④コロナ禍のため黙食が行われていますが、解除の基準などがあれば教えていただきたいです。また、

黙食や家庭の事情によっては孤食となっている児童もいると考えられ、本来の食の楽しさが十分でな

い現代社会において、黙食における影響とそのフォロー、本来の食の在り方などの教育についてはど

のようにお考えでしょうか。 

【おいしい給食課】 

大阪府の要請として、依然、マスク会食の徹底が呼びかけられていることから、学校給食においても飛沫防

止ガードの使用や黙食をお願いしているところです。 

黙食の解除にあたっては、今後の大阪府新型コロナウイルス対策本部会議の感染拡大防止に向けた取組み

を注視し、必要な感染防止対策を行っていきます。 

給食時間における食育の取組みとして、小学校においてはその日の給食で使われている食材を栄養の役割

ごとに分類し、料理や食材に関する一口メモを記載した日めくりの給食カレンダーを、中学校では料理や食材

に関する一口メモを各学校に配付しています。各学校では、給食の「いただきます」の前や放送で読み上げた

りしながら給食時間の食育を行っています。 

【教育指導担当】 

給食指導においては、社会情勢を鑑みて黙食等感染症対策を実施するため、例年通りの取組が実施でき

ない日々が続いています。しかしながら、食育の取組につきましては、全小・中学校が「食に関する指導の全

体計画」を作成し、例えば、「家庭科の「中学生に向かって」の中で栄養教諭が中学校給食について説明」した

り、「保健体育科の「健康な生活と病気の予防」の中で食生活の見直し」を行ったりするなどの取組を、教科等

において食に関する指導の視点を位置付けて指導を行っているところです。 
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⑤「学校給食コンテスト」はぜひ続けてほしいという声がありますが、夏休みの宿題として全員参加の学

校もあれば、自由参加の学校もあります。今後、活性化していくお考えはありますでしょうか。また、

応募対象外の学年の児童や保護者の「学校給食コンテスト」に対する周知については、どうお考えでし

ょうか。 

【おいしい給食課】 

今年度の第３回学校給食コンテストでは、小学校 1235作品、中学校 795作品の応募がありました。第

１回コンテストでは、小学校 989 作品、中学校 369 作品でしたので、少しずつ応募が増えている状況

です。 

全員参加か自由参加かは学校に任せておりますが、今後も様々に周知を行い、コンテストを続けてい

くことを考えています。 

また、これまでも行っている通り、コンテストの結果を全学校に周知するとともに、児童生徒の作品を

給食で提供する際には献立表に掲載していくことを考えています。 

 

 

⑥米飯の日は、牛乳が合わないようです。せめて洋食の日は牛乳、米飯の日はお茶にするなどの対応は

可能でしょうか。メニューに関わらず、飲み物が牛乳である根拠を教えてください。また、フルーツ牛

乳や豆乳、野菜ジュースなど、他の飲み物を取り入れることはできないのでしょうか。 

【おいしい給食課】学校給食で牛乳を提供するのは、学校給食法施行規則第 1 条第 2 項により「完全

給食とは、給食内容がパン又は米飯（これらに準ずる小麦粉食品、米加工食品その他の食品を含む。）、

ミルク及びおかずである給食をいう。」と必ずミルク（または牛乳）を出すように規定されているから

です。 

また、文部科学省が児童生徒の学校給食に必要な栄養量を定めた学校給食摂取基準において、カルシ

ウムの目標値も定められており、児童生徒の成長期にとても大切な栄養素となっています。牛乳はカ

ルシウムが豊富に含まれた食品であることや、牛乳の摂取を欠かした場合、児童生徒に必要とされる

カルシウム量を満たすことが困難であること等から、毎日の給食で牛乳を提供しています。 

 

 

⑦ 田植え体験や農業体験などの体験学習の内容が、規模の大小など学校によって差異もあるように見

受けられますが、この学習の目的は理科や生活のみなのでしょうか。また、食育につながる学習はど

のように行われているのか、あればその学びの効果などを教えてください。 

【教育指導担当】 

田植え体験や農業体験については、理科、社会、生活、総合的な学習の時間などにおいて、学校が教育目

標を鑑みながら教育課程に位置付けて実施しているところです。 

食育につきましては、「食に関する指導の全体計画」を作成し、教科等において食に関する指導の視点を位

置付けて指導を行っております。 

田植え経験や農業体験における食育としての効果については、食料生産者への理解や感謝等が考えられ

ます。 

 


